
１　本校の結果について（R５年度）

国語 社会 算数 理科

88 81 89 97

年度 国語 社会 算数 理科

　 R1 90 91 99 89

R２ 93 94 104 88

R３ 87 78 63 81

R４ 95 106 95 97

R５ 88 81 89 97

２　学校全体での学力向上対策

      過去5年間の各教科における経年比較

〇　「分かる・できる授業」を目指し、ICT機器を活用した教育方法改善と指導法改善を行う。
〇　朝の活動２５分間のチャレンジタイムを充実させ、基礎・基本の定着と思考力・判断力・表現力の
　育成を図る。
○　最後まで解き切る力を高めるために、授業あるいは日々課題として取り組ませる練習問題について
　質、量の両面から検討し、準備する。
〇　基本的な生活習慣(生活リズム)と家庭での学習習慣を確立するため、生活実態調査(メディア使用、
　学習時間等)の実施や、家庭学習課題(日々課題、週末課題)の取組等を充実させる。

【学習状況調査】児童の学習に関する意識や学び方等の調査

　　鹿児島県平均を１００としたときの松原小の比較値

松原小学校

　　・「基礎・基本」と「思考・表現」に関する内容の調査

令和５年度 鹿児島学習定着度調査の結果について

令和６年3月　

鹿児島市立松原小学校　

【学力調査】　令和６年１月１６日(火)・１７日(水)に実施

　　・　小学校第５学年（国語、社会、算数、理科）
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国語 社会 算数 理科

県平均を100とした時の松原小の経年比較

R1 R２ R３ R４ R５

・ ４教科で県平均を下回る結果となった。年度内に補充指導

するための問題を作成して取り組めるようにしている。

・ 理科はあと1問、国語・算数はあと２問正答すれば県平均

を超えられる。

・ 理科は昨年度に続き、過去４年間で最もよい正答率であった。

・ 今年度の国語・社会は、無答率が例年より高くなっており、

最後まで解き切る力を付けることも課題である。

【結果分析から分かったこと 〇成果 ●課題】
〈国語〉

〇 目的や場に応じて適切な敬語を使うこと、慣用句等の意味理解

● 資料を活用するなどして、自分の考えが伝わるように表現を工夫

〈社会〉

〇 日本の周りの国々の位置の理解、特徴的な気候について理解

● 米の消費量の増大に向けた，国や市の取組の理由について説明

〈算数〉

〇 伴って変わる量から混み具合を判断、折れ線グラフから数量の読取り

● 図に関連付けて単位量当たりの大きさを求める除法の立式

〈理科〉

〇 植物の成長、骨と骨のつなぎ目の名称、方位磁針の使い方

● 温度による溶ける量の違いについて，予想したことに対する実験結果

の見通しを適切に考えること

このような問題が出題されました（社会）

ニュース記事やグラフなど複数の資料を基

に、事実や意見を分けて書く問題

（思考力・判断力・表現力の評価）

このような問題が出題されました（社会）

会話文や地図、グラフなど複数の資料を基に、

考察したこと等を書く問題

（思考力・判断力・表現力の評価）


